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１　はじめに

　療機関」という｡) と、居宅介護支援事業所等の介護支援専門員との連携において必要な情報

　連携ルール」を策定しました。

　としていますので、運用へのご協力と積極的なご活用をお願いします。

　　なお、ルールの運用状況については、今後定期的に確認し、見直しを行います。

２　運用にあたっての留意事項

　　ることを妨げるものではありません。個別の事情に応じて、関係者間で適宜協議しながら､

　　弾力的にルールの運用を行ってください。

　　るものではありません。

３　策定の経緯

　○岳南地域

　　・平成29年8月より市町、北信総合病院で現行ルールに関する検討を開始

　　・平成30年6月、北信地域全体における連携ルールへの移行を検討

　○岳北地域

　　・平成29年3月より「岳北地区、在宅医療を考える会」で入退院調整ルールを検討

　　・平成30年10月、「岳北地区、在宅医療を考える会」で入退院調整ルール確定

　　　　　　　　　　　更に北信地域全体における連携ルールへの移行を検討

　○北信地域全体

　　・平成30年8月より「北信地域医療・介護連携関係者連絡会」を立ち上げ、北信地域全体

　　　における連携ルールについて協議

　　　（平成30年8月、10月、11月、12月、平成31年2月）

（１）この「入退院医療・介護連携ルール」は、 医療と介護の関係者が円滑に情報共有し、

患者の在宅移行を支援するための連携に関する標準的な流れを示したものです。情報共有

の方法や調整会議（カンファレンス）の名称・時期等は、各機関の実情に合わせて運用す

（２）様式については、参考様式としてお示ししたもので、各機関の既存の様式の使用を妨げ

提供されることが必要です。しかし、これまでは入院機能を有する医療機関 (以下「入院医

を共有するための統一した仕組みが十分構築されていませんでした。そこで、入院医療機関

と介護支援専門員等が情報共有し、円滑な連携を行うために、「北信地域入退院医療・介護

患者さんが退院後も安心して在宅での生活を続けられるよう地域全体で支えることを目的
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介護保険サービスを利用している方や退院後に介護保険サービスの利用が見込まれる方が

安心して退院後の生活を送るためには、入退院の際必要な医療・介護サービスが切れ目なく


